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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式Ｉ又はII：
【化１】

〔式中、Ｒ１は、ハロ、任意に置換されたＣ６－Ｃ１４アリール、及び任意に置換された
５～１４員のヘテロアリールから成る群から選択され；
　Ｒ２は、水素、ハロ、任意に置換されたＣ６－Ｃ１４アリール、及び任意に置換された
５～１４員のヘテロアリールから成る群から選択され；
　Ｒ３は、水素、任意に置換されたＣ１－６アルキル、任意に置換されたＣ３－８シクロ
アルキル、任意に置換された４～８員のヘテロシクロ、（アミノ）アルキル、（ヘテロシ
クロ）アルキル、及び（ヘテロアリール）アルキルから成る群から選択され；
　Ｘは、＝Ｃ（Ｒ６ａ）－ 及び ＝Ｎ－から成る群から選択され；
　Ｗは、＝Ｃ（Ｒ６ｂ）－ 及び ＝Ｎ－から成る群から選択され；
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　Ｒ４ａは、水素、ハロ及びＣ１－６アルキルから成る群から選択され；
　Ｒ４ｂは、水素、及びＣ１－６アルキルから成る群から選択され；
　Ｒ５は、水素、及びＣ１－６アルキルから成る群から選択され；
　Ｒ６ａは、水素、ハロ、シアノ、Ｃ１－４アルキル、Ｃ１－４ハロアルキル及びＣ１－

４アルコキシから成る群から選択され；そして
　Ｒ６ｂは、水素、ハロ、シアノ、Ｃ１－４アルキル、Ｃ１－４ハロアルキル及びＣ１－

４アルコキシから成る群から選択され、
ここでＸが＝Ｃ（Ｒ６ａ）－である場合Ｗが＝Ｎ－であり；Ｘが＝Ｎ－である場合Ｗが＝
Ｃ（Ｒ６ｂ）－である〕を有する化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項２】
　下記式III：
【化２】

を有する、請求項１に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項３】
　下記式ＩＶ：
【化３】

を有する、請求項１に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項４】
　下記式Ｖ：

【化４】

を有する、請求項１に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項５】
　下記式ＶＩ：
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【化５】

を有する、請求項１に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項６】
　Ｘが＝Ｎ－であり、そしてＷが＝Ｃ（Ｈ）－である、請求項１に記載の化合物、又は医
薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項７】
　Ｘが＝Ｃ（Ｈ）－であり、そしてＷが＝Ｎ－である、請求項１に記載の化合物、又は医
薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項８】
　Ｒ１がハロである、請求項１に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒
和物。
【請求項９】
　Ｒ２がハロである、請求項１に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒
和物。
【請求項１０】
　Ｒ１がハロであり、Ｒ２がハロであり、そしてＲ３が任意に置換されたＣ１－６がアル
キル、任意に置換されたＣ３－８シクロアルキル、任意に置換された４～８員のヘテロシ
クロ、（アミノ）アルキル、（ヘテロシクロ）アルキル、及び（ヘテロアリール）アルキ
ルから成る群から選択される、請求項１に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩
又は溶媒和物。
【請求項１１】
　Ｒ１が、任意に置換されたフェニル、及び任意に置換された９～１４員のヘテロアリー
ルから成る群から選択される、請求項１に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩
又は溶媒和物。
【請求項１２】
　Ｒ１が、下記式VII：
【化６】

〔式中、Ｒ７ａ、Ｒ７ｂ及びＲ７ｃは、水素、ハロ、シアノ、アミノヒドロキシ、Ｃ１－
４アルキル、Ｃ１－４ハロアルキル、Ｃ１－４アルコキシ、任意に置換されたフェニル、
及びカルボキサミドから成る群から個々に独立して選択され、又はＲ７ａ及びＲ７ｂは、
それらが結合される炭素原子と一緒に取られる場合、５－、６－又は７－員の任意に置換
されたヘテロシクロを形成する〕を有する任意に置換されたフェニルである、請求項１１
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に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項１３】
　Ｒ７ａがシアノである、請求項１２に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩又
は溶媒和物。
【請求項１４】
　Ｒ１が、任意に置換されたフェニル、又は下記式：
【化７】

から成る群から選択された任意に置換された９～１４員のヘテロアリールである、請求項
１１に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項１５】
　下記式VIII：
【化８】

〔式中、Ｒ７ｂ及びＲ７ｃは、水素、ハロ、Ｃ１－４アルキル及びＣ１－４ハロアルキル
から成る群から独立して選択される〕を有する、請求項１３に記載の化合物、又は医薬的
に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項１６】
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　Ｒ２が、下記式ＩＸ：
【化９】

〔式中、Ｒ７ｄ、Ｒ７ｃ及びＲ７ｆが、水素、ハロ、シアノ、アミノ、ヒドロキシ、任意
に置換されたＣ１－４アルキル、Ｃ１－４アルケニル、Ｃ１－４ハロアルキル、Ｃ１－４

アルコキシ、カルボキサミド、アミド、任意に置換されたＣ３－６シクロアルキル、任意
の置換されたフェニル、及び任意に置換された５～９員のヘテロアリールから成る群から
個々に独立して選択され；又は
　Ｒ７ｄ及びＲ７ｅは、それらが結合される炭素原子と一緒に取られる場合、任意に置換
された５－、６－又は７－員のヘテロシクロを形成する〕を有する任意に置換されたフェ
ニルである、請求項１～１５のいずれか１項に記載の化合物、又は医薬的に許容できるそ
の塩又は溶媒和物。
【請求項１７】
　Ｒ２が、下記：



(7) JP 2020-519667 A5 2021.7.26

【化１０】

から成る群から選択された任意に置換されたフェニルである、請求項１～１５のいずれか
１項に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項１８】
　Ｒ２が、下記式Ｘ、ＸＩ又はＸII：
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【化１１】

〔式中、Ｒ８ａは、水素及びＣ１－６アルキルから成る群から選択され；
　Ｒ８ｂは、水素及びＣ１－６アルキルから成る群から選択され；
　Ｒ８ｃは、水素、ハロ、シアノ、アミノ、ヒドロキシ、Ｃ１－４アルキル、Ｃ１－４ハ
ロアルキル及びＣ１－４アルコキシから成る群から選択され；
　Ｒ９ａは、水素及びＣ１－６アルキルから成る群から選択され；
　Ｒ９ｂは、水素及びＣ１－６アルキルから成る群から選択され；
　Ｒ９ｃは、水素、ハロ、シアノ、アミノ、ヒドロキシ、Ｃ１－４アルキル、Ｃ１－４ハ
ロアルキル及びＣ１－４アルコキシから成る群から選択され；
　Ｒ１０ａは、水素及びＣ１－６アルキルから成る群から選択され；
　Ｒ１０ｂは、水素及びＣ１－６アルキルから成る群から選択され；
　Ｒ１０ｃは、水素、ハロ、シアノ、アミノ、ヒドロキシ、Ｃ１－４アルキル、Ｃ１－４

ハロアルキル及びＣ１－４アルコキシから成る群から選択さる〕を有する任意に置換され
た５～１４員のヘテロアリールである、請求項１～１７のいずれか１項に記載の化合物、
又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項１９】
　Ｒ２が、下記：
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【化１２】

から成る群から選択された任意に置換された５～１４員のヘテロアリールである、請求項
１～１７のいずれか１項に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項２０】
　Ｒ３が、下記：
【化１３】

から成る群から選択された（アミノ）アルキルである、請求項１～１９のいずれか１項に
記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項２１】
　Ｒ３が、下記：
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【化１４－１】



(11) JP 2020-519667 A5 2021.7.26

【化１４－２】

から成る群から選択された（ヘテロシクロ）アルキルである、請求項１～１９のいずれか
１項に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項２２】
　表１の化合物中のいずれか１つ又は２つ以上の化合物である、請求項１に記載の化合物
、又は医薬的に許容できるその塩又は溶媒和物。
【請求項２３】
　請求項１～２２のいずれか１項に記載の化合物、又は医薬的に許容できるその塩又は溶
媒和物、及び医薬的に許容できる担体を含む医薬組成物。
【請求項２４】
　癌、慢性自己免疫障害、炎症状態、増殖性障害、敗血症又はウィルス感染症の治療への
使用のための請求項２３に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
　癌の治療への使用のための請求項２４に記載の医薬組成物。
【請求項２６】
　前記癌が表２中の癌のいずれか１つ又は２つ以上の癌である、請求項２５に記載の医薬
組成物。
【請求項２７】
　前記癌が、急性単球性白血病、急性骨髄性白血病、慢性骨髄性白血病、慢性リンパ球性
白血病混合系統白血病、ＮＵＴ正中線癌、多発性骨髄腫、小細胞肺癌、非小細胞肺癌、神
経芽細胞腫、バーキットリンパ腫、子宮頸癌、食道癌、卵巣癌、大腸癌、前立腺癌、乳癌
、膀胱癌、卵巣癌、神経膠腫、肉腫、食道扁平上皮癌、及び甲状腺乳頭癌から成る群から
選択される、請求項２５に記載の医薬組成物。
【請求項２８】
　以下：
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【化１５－１】
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【化１５－２】

からなる群から選択される化合物。
【請求項２９】
　以下：
【化１６】

で表される、請求項１に記載の化合物。
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